
南相馬市・modern style

P2に掲載

故郷で事業再開！
地域になくてはならない理容

店を目指して。

西郷村・サンライズ 株式会社

P3に掲載

BtoBビジネスからBtoCビジネスへの挑戦！製材技術を活かした高付加価値木材製品開発／製造による新店舗「ZELKOVA」のオープン

contents

ニュースクリップ

商工会は「がんばる」
を応援します

ガンバレびじねす

ふくしま商・工・人
しょう こう にん

商きない工らす人びと 
あ く ひと

P2

P4

P5

P6

P7

P8

経営支援レポート
元気印 ズームアップ

年頭挨拶
青年部・女性部だより
シオクリビトが100名になりました。
専門家に聞く
経営ワンポイントアドバイス
掲示板

2024.1.1

Vol.403



ズームズーム
県内2地域の商工会からがんばっている会員企業をご紹介いたします。

みなさんの経営のヒントになるお話もたくさんいただきました。

是非、ご感想を福島県商工会連合会までE-メールにてお寄せください。

（fukuren@do-fukushima.or.jp）

元気印
経営支援レポート

県中・県南
西郷村商工会

浜通り
小高商工会

※
商
工
会
名
・
タ
イ
ト
ル
・
事
業
所
位
置 

要
確
認

！！

※
点
線
・
小
タ
イ
ト
ル
色
合
わ
せ
る
！！

【事業所紹介】
　弊社は福島県南部に位置する西郷村
において、平成元年に創業した建築材
卸売業者です。地域に根差して30年以
上、「木」を通して地域の発展を支えて
参りました。その事業内容は地域工務
店／ビルダーとのいわゆるBtoB取引が
主軸であり、永年培った「木材」特に「けやき」に関する目利き
力、加工技術には取引業者様からもご支持を頂いていると自
負しております。

【経営方針】
　弊社の経営理念であり、モッ
トーは「県産材の魅力を多くの
人に伝え、地域と企業を発展さ

ロナウイルス対策を念入りに実施し、施工時に理容椅子の間
隔を広げ、換気扇増加、仕切り設置等、新しい生活様式にマッ
チした店内環境を整備しております。また、サービス内容とし
て、通常のカットに加え、プチヘッドスパ等をセットにした「プ
レミアムコース」を提供しています。ローションマスクとオリジ
ナルマッサージを実施する等、癒しと最高の気分転換を提供
し、お客様にご満足いただいておりま
す。女性のお客様にもカット・シェービ
ング、クレンジング、パック、マッサージ
等のセットコースもご用意しており、専
用ルームで女性スタッフが対応し、癒
しとリフレッシュを提供しています。

【商工会の支援内容】
　小高区にて事業を再開したが、新規のお客様を獲得するた
めに住民の方、近隣市区町村へ周知を行うためにはどうした
ら良いかとのお話がありました。
　そこで、春から夏にかけて季節の変化のある6月、店舗の
創業祭を行う10月に小高区内及び近隣市区町村へ折込広
告を行い新規顧客及び幅広い年齢層の獲得を図ってはどう
か。また、肌を出す機会が多くなる夏に女性向けのシェービン
グ等を8月に、創業祭のキャンペーンの案内を10月に相双地
区タウン誌に男性用メニュー、女性用メニューを掲載してはど
うかの提案をしました。

　そのために小規模事業者持続化補
助金を活用することとし、計画策定と
補助金申請の支援を行いました。採
択となり事業を進めた結果、小高区内
だけではなく近隣の市町村からも新
規のお客様が来るようになり、リピー
ター来店も増え売上増となりました。

【今後の目標】
　心のこもった技術とサービス、安らぎの空間を提供してお
客様に幸せな気持ちになっていただく事、スタッフに生きがい
を感じる仕事の場を提供する事、
そしてここ小高区で新たなコミュ
ニティを創造し、地域の復興に貢
献することを通じて、地域になく
てはならない理容店として存在
し続けたいと考えております。

【事業所紹介】
　当店は代表の祖父が昭和7年
に南相馬市小高区にて創業しま
したが、平成23年3月の東日本
大震災に伴う原発事故により、仙
台市へ避難を余儀なくされまし
た。当時の事業主であった父が
避難先で病気により事業を継続
することが難しくなり、父の事業
を承継し南相馬市小高区の店舗にて令和2年10月に事業を
再開しました。震災前の常連のお客様も小高区外に避難して
いる方が多く、以前のような活況を取り戻すには相当な時間
と労力がかかるものだと感じました。
　店舗の内外装を改装し、清潔感があり、最新の機能を備え
た理容椅子や洗面台を使って施術を行っております。新型コ

せる」であり、永年に渡り地域木材とユーザーの橋渡しを木材
のプロ集団として誇りを持って実施して参りました。

【商工会支援内容】
　近年のコロナ禍による景気の後
退、消費者マインドへの悪影響など
の要因により、業界における新築住
宅ニーズは大きく減少しました。そ
の大きな外部環境の変化は同社も
例外なく影響を受け業況は悪化基調にありました。そのよう
な中、商工会では事業継続のために企業の再構築を目指した
いという相談を受け、支援を開始。専門家派遣メニューを皮切
りに新しい時代を生き抜くための計画策定に着手。その中で
生まれた計画が既存リソースを活用した高付加価値木材製品
製造／販売事業です。店舗名にも掲げたZELKOVAとは「けや
き」の英訳であり、自社の強みであった木材から命名。けやき
を中心とした国産材を活用したテーブルやサウナなどの高付
加価値製品を、持ち前の加工技術を活かし製造／店舗販売を
開始することで、最終消費者との直接接点を持つBtoCビジネ
スへチャレンジしました。その中で商工会は新事業開始に向
けた課題の整理と既存リソースの棚卸という自社を見つめ直

すキッカケづくりを重点に支援。た
だ新しいことへ取組むのではなく、
既存事業における強みを理解した
計画とすることで計画の実現可能
性を高めることに注力しました。結
果として経営理念にも沿った新事
業となったことも、計画を実行する
推進力となっていると感じており、
嬉しく思います。

【今後の目標】
　新たに開始した事業の根幹となるのが「地域産材の活用」で
す。80％以上が森林という福島県において木材の有効活用は
地域の課題であると弊社では考えます。またこのことは、弊社
の経営理念でもある「県産材の魅力を多くの人に伝え、地域と
企業を発展させる」ということと直結するものでもありこれま
でも、これからも地域と共に発展していくために本事業を商工
会の支援の基、大きく育てていきたいと思います。
　皆さんも是非、店舗に遊びに来てプロの加工したZELKOVA
を堪能してみてください！

サンライズ 株式会社
代表取締役　白岩　優一 氏
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modern style
代表　佐藤　好弘 氏
住 所　〒979ｰ2123
	 福島県南相馬市小高区大町1ｰ12ｰ1
連 絡 先　TEL／FAX：0244ｰ44ｰ5151
営業時間　9：00～18：00
定 休 日　日・月曜日
U R L　http://www.modernstyle.jp/

住 所　〒961ｰ８０4１
	 福島県西白河郡西郷村字豊作東34
連 絡 先　TEL：0248ｰ21ｰ6700　FAX：0248ｰ25ｰ5383
営業時間　8：30～17：00
定 休 日　日曜日、第2・第4土曜日
U R L　https://www.sunrise-moku.jp/access
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だより女性部

だより青年部
地
元
企
業
と
地
域
に
心
か
ら
頼
ら
れ
る
専
門
集
団
と
し
て

明
る
い
未
来
へ
、「
ひ
と
つ
、ひ
と
つ
、実
現
す
る  

ふ
く
し
ま
」

福
島
県
商
工
会
連
合
会
　
会
長
　
轡
　
田
　
倉
　
治

福
島
県
知
事
　
内
　
堀
　
雅
　
雄

　

令
和
六
年
の
新
春
を
迎

え
、謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
並
び
に
役
職
員
の

皆
様
に
は
、日
頃
か
ら
地

域
経
済
の
発
展
と
地
域
振
興
の
原
動
力
と
な
っ
て
ご

活
躍
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、心
か
ら
敬
意

を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、本
県
経
済
は
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
五

類
移
行
後
、観
光
需
要
や
個
人
消
費
が
回
復
し
つ

つ
あ
る
も
の
の
、人
口
減
少
に
伴
う
慢
性
的
な
人

手
不
足
、東
日
本
大
震
災
及
び
原
発
事
故
、さ
ら
に

近
年
頻
発
し
て
い
る
自
然
災
害
な
ど
の
課
題
に
加

え
、Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
対
す
る
風

評
被
害
の
懸
念
な
ど
、多
く
の
課
題
が
山
積
す
る

中
、原
油
・
原
材
料
の
高
騰
等
に
よ
る
物
価
高
、経

費
負
担
増
な
ど
、経
済
の
悪
循
環
を
引
き
起
こ
す

要
因
が
幾
重
に
も
重
な
り
、会
員
事
業
者
の
経
営

環
境
は
、か
つ
て
な
く
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、商
工
会
は
地
域
密
着
型
の
支
援
組

織
と
し
て
、地
域
経
済
を
支
え
る
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
に
寄
り
添
っ
た
伴
走
型
支
援
を
柱
に
経

営
改
善
普
及
事
業
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、現
場
の

声
を
も
と
に
、国
、県
等
へ
の
要
望
活
動
を
行
い
、新

た
な
支
援
施
策
の
推
進
や
地
域
と
連
携
し
た
事
業

を
積
極
的
に
実
施
し
、地
域
社
会
の
振
興
発
展
の
た

め
、全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

特
に
、急
激
な
事
業
環
境
の
変
化
に
応
え
る
本

会
独
自
の「
シ
オ
ク
リ
ビ
ト
」～
生
産
者
の
人
柄
が

溢
れ
る
～
通
販
事
業
の
拡
充
強
化
を
図
り
つ
つ
、創

業
・
事
業
承
継
に
関
す
る
関
係
機
関
と
の
連
携
協
定

に
よ
る
充
実
強
化
、本
県
独
自
の
ふ
く
し
ま
小
規
模

企
業
者
等
い
き
い
き
支
援
事
業
や
持
続
化
補
助
金

等
の
活
用
促
進
に
よ
る
事
業
継
続
支
援
な
ど
、会
員

事
業
者
に
寄
り
添
っ
た
経
営
支
援
を
図
り
、心（
し

ん
）か
ら
頼
ら
れ
る
商
工
会
と
し
て
、伴
走
支
援
の

強
化
に
よ
る
、力
強
い
ふ
く
し
ま
の
商
工
業
再
生
を

目
指
し
て
各
般
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。ま
た
十
一
月
に
は
、「
令
和
五
年
度
商
工
会
福

島
県
大
会
」を
開
催
し
て
、「
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
支
援
対
策
の
拡
充
強
化
」「
原
子
力
災
害
及
び

頻
発
す
る
自
然
災
害
の
克
服
と
県
内
産
業
の
復
興
・

再
生
に
向
け
た
支
援
強
化
」「
商
工
会
に
お
け
る
経

営
支
援
体
制
の
充
実
強
化
」を
国
や
地
方
自
治
体

に
求
め
る
大
会
決
議
と
し
て
採
択
し
ま
し
た
。

　

新
年
は
、引
き
続
き
物
価
高
対
策
及
び
適
正
な

取
引
価
格
へ
の
転
嫁
対
応
支
援
、イ
ン
ボ
イ
ス
や
電

帳
法
等
の
税
制
度
対
応
支
援
、自
然
災
害
か
ら
の

復
旧
復
興
支
援
、風
評
払
拭
な
ど
に
取
り
組
み
、中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
寄
り
添
っ
た
地
域
密
着

の
支
援
機
関
と
し
て
、刻
々
と
変
化
す
る
経
営
環
境

を
機
敏
に
捉
え
な
が
ら
、よ
り
一
層
き
め
細
か
な
伴

走
型
支
援
を
実
践
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。そ
の
た
め
、「
商
工
会
は
、行

き
ま
す
！
聞
き
ま
す
！
提
案
し
ま
す
！
」の
会
員

満
足
向
上
運
動
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、会
員
の
皆

様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、職
員
一
人
ひ
と

り
の
経
営
支
援
能
力
の
向
上
に
努
め
、会
員
事
業
者

の
持
続
的
発
展
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
未
曽
有
の
難
局
を
、八
十
八
商
工
会
と
県

連
が
一
丸
と
な
っ
て
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ
う
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
皆

様
方
の
一
層
の
ご
理
解
ご
協
力
と
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、会
員
の
皆
様
並
び
に
関
係
各
位
に
と

り
ま
し
て
今
年
が
明
る
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
年
の
御
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

昨
年
は
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
５
類
感
染
症
へ
移
行
し
た
こ
と
か
ら
、県

内
に
お
い
て
も
様
々
な
催
し
が
再
開
さ
れ
る

な
ど
、コ
ロ
ナ
禍
前
の
日
常
を
徐
々
に
取
り

戻
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
実
感
で
き
た
一
年
で

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、震
災
と
原
発
事
故
か
ら
間
も
な
く

十
三
年
が
経
過
す
る
中
、避
難
指
示
区
域
が

縮
小
し
た
ほ
か
、福
島
国
際
研
究
教
育
機
構

（
Ｆ
ー

Ｒ
Ｅ
Ｉ
）が
始
動
す
る
な
ど
、明
る
い
光
が

一
層
の
強
ま
り
を
見
せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、震
災
後
、五
十
五
の
国
・
地
域
で

行
わ
れ
た
県
産
農
林
水
産
物
の
輸
入
規
制
は

七
つ
の
国
・
地
域
に
ま
で
減
少
し
、県
内
へ
の

移
住
者
数
や
新
規
就
農
者
数
が
過
去
最
多

を
更
新
す
る
な
ど
、こ
れ
ま
で
の
挑
戦
が
目

に
見
え
る
形
と
な
っ
て
現
れ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
で
、未
曾
有
の
複
合
災
害
か
ら
の
復

興
・
再
生
、急
激
に
進
む
人
口
減
少
や
度
重

な
る
自
然
災
害
へ
の
対
応
な
ど
、本
県
は
困

難
な
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。特
に
、

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
問
題
は
、今
後
数
十
年

に
わ
た
る
長
い
取
組
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、引
き
続
き
、こ

れ
ま
で
の
挑
戦
を「
シ
ン
カ（
進
化
・
深
化
・

新
化
）」さ
せ
な
が
ら
、様
々
な
課
題
に
全
庁

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ず
、震
災
と
原
発
事
故
か
ら
の
復
興
・
再

生
に
つ
き
ま
し
て
は
、復
興
の
状
況
に
応
じ

た
被
災
者
の
生
活
再
建
や
事
業
・
生
業
の
再

生
、帰
還
に
向
け
た
環
境
の
整
備
な
ど
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、廃
炉
と
汚
染
水
・
処
理
水

対
策
や
、風
評
の
払
拭
と
風
化
の
防
止
な
ど

に
着
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、人
口
減
少
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、妊

娠
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
叶
え
る
環
境
づ
く

り
と
と
も
に
、若
者
等
の
県
内
定
着
や
移
住
・
定

住
の
促
進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、台
風
第
十
三
号
に
伴
う
大
雨
災

害
か
ら
の
復
旧
に
つ
き
ま
し
て
は
、被
災
さ

れ
た
方
々
の
一
日
も
早
い
生
活
再
建
や
事
業
・

生
業
の
再
生
、公
共
施
設
の
早
期
復
旧
に
向

け
た
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

加
え
て
、厳
し
い
状
況
に
あ
る
本
県
の
健

康
指
標
に
つ
い
て
は
、オ
ー
ル
福
島
の
体
制
で

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
な
ど
、県
民
の
皆

様
の
健
康
増
進
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

福
島
県
が
抱
え
る
課
題
は
複
雑
で
あ
り
、

解
決
に
は
長
い
時
間
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、総
合
計
画
に
掲
げ
た
目
標
を

「
ひ
と
つ
、ひ
と
つ
、実
現
」し
、県
民
の
皆
様

お
一
人
お
一
人
が
将
来
に
夢
や
希
望
を
持
ち
、

豊
か
さ
や
幸
せ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る

福
島
の
未
来
を
創
り
上
げ
る
た
め
、全
力
で

挑
戦
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、今
後
と

も
、一
層
の
御
支
援
、御
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
、新
年
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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だより女性部

だより青年部

　第24回商工会女性部全国大会が令和5年10月18日（水）～19日（木）
に静岡県コンベンションアーツセンター「グランシップ」において開催され
ました。全国から2,000名を超える方が参加し、商工会女性部の結束を強
く印象付ける大会となりました。
　第1部の主張発表大会では、各ブロックの予選を勝ち抜いた30代～90
代の6名の代表者が表現豊かに発表を行い、非常にレベルの高い大会
でした。
　第2部では、東京大学薬学部教授 池谷裕二氏による「脳から考えるやる気と熱意、そして加齢」と題した基調講
演が行われました。海馬から出る脳波「シータ波」の事などをとても簡単に分かり易く、ユーモアを交えながら講演

してくださりました。記憶力が年
齢とともに衰えることは無く、実
は心理的な思い込みである事
が分かり、参加者一同驚嘆する
など、大変有意義な時間でした。

　令和5年11月15日～16日に群馬県「Gメッ
セ群馬」において、第23回商工会青年部全国
大会が開催されました。
　大会顕彰では、「まち（地域）づくり部門」で
矢吹町商工会青年部がSDGsに関する各種事
業活動が評価され受賞いたしました。感謝状
部門ではきたかた商工会青年部の飯塚幸知さ
んが授与されました。
　主張発表大会では、東北北海道ブロック代
表として出場した、宮城県名取市商工会青年
部の佐々木堯さんが発表を行いました。惜しく
も最優秀賞は逃しましたが、堂々とした発表に
感動しました。なお、最優秀賞は関東ブロック代表・茨城県神栖市商工会青年部の保立明宏さんが受賞しました。
　他にも、元プロ野球選手の斎藤佑樹氏による基調講演や、商人ネットワーク、全国部長会議など、充実した2日間と
なりました。
　来年度の全国大会は大阪大会です。皆様のご参加お待ちしております！

青年部全国大会
『「雷と空風　義理人情」 ～今こそ群れろ～』

主張発表結果
最優秀賞 九州ブロック（長崎県）
優秀賞 近畿ブロック（京都府）
優秀賞 中国・四国ブロック（香川県）
優秀賞 中部ブロック（富山県）
優秀賞 関東ブロック（茨城県）
優秀賞 東北・北海道ブロック（宮城県）

第24回商工会女性部全国大会inしずおか
ふじのくに静岡から、今こそ笑顔で前進 ～豊かな海と山の魅力でおもてなし～

※優秀賞は発表順
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直
接
原
価
計
算
の
ス
ス
メ

Vol.7

専門家に聞く

ワンポイントアドバイス経 営

と
で「
一
日
当
た
り
の
固
定
費
」を
算
出
し

ま
す
。黒
字
に
す
る
に
は
、こ
の「
一
日
当
た

り
の
固
定
費
」を
上
回
る「
一
日
当
た
り
限

界
利
益
」を
獲
得
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

例
え
ば
一
日
当
た
り
固
定
費
が
五
万
円
な

ら
、三
日
か
け
て
限
界
利
益
が
一
二
万
円

し
か
得
ら
れ
な
い
よ
う
な
仕
事（
一
日
当

た
り
限
界
利
益
四
万
円
）だ
け
を
受
け
て

い
て
は
赤
字
に
な
り
ま
す
。こ
の
場
合
は

三
日
で
一
五
万
円
以
上
の
限
界
利
益
が
得

ら
れ
る
受
注
を
獲
得
す
る
か
、他
に
も
追

加
で
お
仕
事
を
受
注
し
て
一
日
当
た
り
の

限
界
利
益
額
を
増
加
さ
せ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。（
本
稿
で
は
一
日
当
た
り
の
計
算
で
記

載
し
ま
し
た
が
、時
間
当
た
り
で
算
出
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。）

　

原
価
管
理
に
は
興
味
が
あ
る
け
れ
ど
、

中
々
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
て
…
と
お
考
え
の

経
営
者
の
方
、是
非
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。皆
様
の
お
力
に
な
れ

る
よ
う
全
力
で
経
営
相
談
に
対
応
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

強
引
に
割
り
振
ら
な
い
点
が
特
長
で
す
。

直
接
原
価
計
算
で
は
、ま
ず
費
用
を
売
上

（
操
業
）に
連
動
し
て
増
減
す
る
変
動
費

（
材
料
費
等
）と
売
上
に
関
係
な
く
発
生

す
る
固
定
費
に
分
け
る
と
こ
ろ
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。そ
し
て
売
上
か
ら
変
動

費
だ
け
を
差
し
引
い
た
利
益
を
限
界
利
益

と
呼
び
、こ
の
限
界
利
益
が
と
に
か
く
固

定
費
を
上
回
っ
て
い
れ
ば
黒
字
に
な
る
！

と
い
う
考
え
方
を
基
本
と
し
ま
す
。製
品

ご
と
に
割
り
振
り
し
や
す
い
変
動
費
だ
け

を
原
価
と
し
て
見
て
い
る
点
が
ポ
イ
ン
ト

で
す
。

②
直
接
原
価
計
算
の
活
用

　

こ
の
直
接
原
価
計
算
の
考
え
方
を
活
用

す
る
と
、売
上
目
標
や
経
営
計
画
を
立
て

や
す
く
な
り
ま
す
。売
上
と
費
用
が
ト
ン

ト
ン
に
な
る（
利
益
が
〇
に
な
る
）有
名
な

損
益
分
岐
点
売
上
高
の
算
出
も
、こ
の
考

え
方
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
受
注
し
て
良
い
利
益
水
準
の
仕
事

か
否
か
の
峻
別
も
容
易
に
な
り
ま
す
。ま

ず
年
間
の
固
定
費
を
算
出
し
、こ
れ
を
年

間
営
業
日
数（
操
業
日
数
）で
除
算
す
る
こ

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。福
島
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
中
小
企
業
診
断

士
の
國
分
と
申
し
ま
す
。

　

さ
て
、昨
年
は
著
し
く
物
価
が
高
騰

し
、日
々
の
生
活
や
経
営
に
大
き
く
影
響

が
出
た
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。原
材
料

費
の
高
騰
分
を
製
品
価
格
に
反
映
し
き

れ
て
い
な
い
事
業
者
様
も
多
く
、「
自
分

た
ち
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
は
本
当
に
利

益
を
生
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
」と
い

う
不
安
の
お
声
を
い
た
だ
く
場
面
も
増

え
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。そ
こ
で
今
回

は
原
価
計
算
に
つ
い
て
少
し
ば
か
り
お

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。

①�

代
表
的
な
原
価
計
算

　
●
全
部
原
価
計
算

　

全
部
原
価
計
算
は
財
務
諸
表
作
成
の

ル
ー
ル
に
も
な
っ
て
い
る
オ
ー
ソ
ド
ッ

ク
ス
な
原
価
計
算
方
法
で
す
。材
料
費
・

労
務
費
・
経
費
と
い
っ
た「
全
て
」の
原
価

要
素
を
使
っ
て
計
算
す
る
こ
と
か
ら
全

部
原
価
計
算
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。こ
の

全
部
原
価
計
算
、事
業
全
体
の
費
用
構

造
を
見
る
と
き
に
は
使
い
勝
手
が
良
い

の
で
す
が
、個
別
製
品
の
原
価
を
見
る
と

き
に
は
や
や
注
意
を
要
し
ま
す
。売
上

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
発
生
す
る
固
定
費

（
人
件
費
・
地
代
家
賃
等
）を
製
品
ご
と

に
振
り
分
け
る
こ
と
が
難
し
く
中
々
実

態
を
掴
み
辛
い
た
め
で
す
。

　

例
え
ば
、人
件
費
が
毎
月
一
〇
〇
万
円

の
会
社
で
今
月【
製
品
Ａ
】一
台
を
五
〇

時
間
、【
製
品
Ｂ
】一
台
を
五
〇
時
間
、合

計
一
〇
〇
時
間
か
け
て
作
っ
た
と
し
ま

し
ょ
う
。こ
の
時【
製
品
Ａ
・
Ｂ
】と
も
に

同
じ
時
間
を
か
け
て
作
っ
て
い
ま
す
か

ら
原
価
に
あ
た
る
人
件
費
は
そ
れ
ぞ
れ

五
〇
万
円
で
す
。し
か
し
翌
月
、【
製
品

Ａ
】の
注
文
が
入
ら
ず
、【
製
品
Ｂ
】一
台

の
製
造
し
か
行
わ
な
か
っ
た
場
合
、【
製

品
Ｂ
】一
台
に
一
〇
〇
万
円
の
人
件
費
が

全
て
降
り
か
か
っ
て
き
ま
す
。や
や
極
端

な
例
で
す
が
、こ
の
よ
う
に
全
部
原
価
計

算
に
お
い
て
は
生
産
量
の
変
動
に
よ
っ

て
同
じ
製
品
で
も
原
価
の
算
出
結
果
が

変
わ
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
の
で
す
。

　

●
直
接
原
価
計
算

　

こ
の
よ
う
な
固
定
費
の
振
り
分
け
の
問

題
を
ク
リ
ア
す
べ
く
登
場
し
た
の
が
直
接

原
価
計
算
で
す
。こ
の
方
法
は
固
定
費
を

國分　靖泰
福島県よろず支援拠点
コーディネーター
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